





















































































































































(1) 復元の経緯  戦後の富岡城跡をめぐる開発，そして復元の経緯について見ていく。 
天草の一部地域は 1955年に天草国定公園に指定され，1956年に同公園は雲仙天草国立公園に編入
された。富岡城跡は雲仙天草国立公園の第 3種特別地域に含まれるとともに，観光施設整備が行われ
ることになる。すなわち，1960 年度に二の丸展望台，1969 年度に本丸展望台が設けられ，1970 年
度には郷土資料館が城跡北側に開館した15)。またこの間の 1963 年には城址入り口に天領時代の代官
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